タイトル（中央揃え）12ポイント　　MS明朝
副題を入れる場合11ポイント
Key word:○○○○，○○○○，○○○○（3～5個）（中央揃え）11ポイント
〇発表者名　共同研究者名（右寄せ）11ポイント(発表者には〇をつける)
所属施設名（右寄せ）11ポイント
※所属施設名は略さず、正式名称を記載する
　[空白]
実践報告：集録原稿A様式　3枚以内で作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	様式2-1上部余白20㎜


下部余白20㎜以上

Ⅰ．はじめに 
※なぜ、この事例や症例を選び、まとめようと思ったのか記述する。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（略）
[空白]
Ⅱ．目的
※実践経過や結果を評価し、そこから得たものや課題を、今後どのように活かしていこうとしているのかを記載する○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○(略)25㎜

[空白]
Ⅲ．用語の定義
　※研究に関わる重要な用語の定義を記述する。〇〇〇〇〇○○○○○○○○○○○○○○○○(略)
[空白]
Ⅳ．看護実践
事例の概要や取り組みの方法を記述する。
※実践した期間、実践した内容を記述する。
※実践内容の項目は報告する内容に応じて記述する。
例)1．実践期間
　 2．実践内容の紹介
　　1)患者と家族
　　2)入院までの経過
　　3)病棟の看護体制
　 3．アセスメントと看護実践　など（略）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○(略)
[空白]
Ⅴ．倫理的配慮
[bookmark: _Hlk124513509]※倫理的配慮として行った行動を具体的に記述する。
例)対象者には個人が特定されないよう匿名化することと情報の管理について、また、学術集会で症例報告として発表することを書面で説明し、同意書をもって同意を得た。
例)職員アンケートを実施するにあたり、管理者の承諾を得、個人が特定されないよう無記名とし、不利益や負担が生じないよう配慮した。など
[空白]
Ⅵ．結果・成果 
実践により得られた結果を簡潔に記述する。○○○○○○○○○○○○○○（略）図表を掲載する場合は、白黒印刷で判別できるものとし、それぞれの通し番号をつける
・表番号と表タイトルは、表の上
・図番号と図タイトルは、図の下
25㎜

[空白]
Ⅶ．看護実践への示唆
　課題や展望など、今後の看護実践への示唆を論述する。○○○○○○○○○○○○○○○○○○(略)
［空白］
Ⅷ．引用文献
○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○
[bookmark: _Hlk124513673]
※和文10.5ポイント　MS明朝
　英数字は「Times New Roman」を用いる
※1段１行の文字数　22文字
※１ページの行数　1枚目：40行、2枚目以降48行以内
※図表を含み白色A4用紙3ページを厳守

